
為替週間展望＝ドル円はもみ合いながら上値を追う展開か

　　　　　　　　　　［１１月２２日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    11 月 15 日～ 11 月 19 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  113.93   114.97(17)    113.76(15)    114.34   +0.45

ユーロ・ドル  1.1453   1.1464(15)    1.1264(17)    1.1352   -0.0093

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    29,745.87     +135.90     日本10年債利回り   0.077   +0.001

ダウ平均株価    35,870.95     -229.36     米10年債利回り     1.586   +0.024

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２２日　米１０月中古住宅販売件数

　　　　ユーロ圏１１月消費者信頼感速報値

２３日　ＮＺ第３四半期小売売上高

　　　　独１１月製造業ＰＭＩ速報値、独１１月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　ユーロ圏１１月製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏１１月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　英１１月製造業ＰＭＩ速報値、英１１月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　米１１月製造業ＰＭＩ速報値、米１１月サービス業ＰＭＩ速報値

２４日　ＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利

　　　　独１１月ｉｆｏ景況感指数

　　　　米新規失業保険申請件数

　　　　米第３四半期国内総生産（ＧＤＰ）改定値

　　　　米１０月耐久財受注速報値

　　　　米１０月個人所得・支出、米１０月個人消費支出（ＰＣＥ）デフレーター

　　　　米１１月ミシガン大学消費者信頼感指数確報値、米１０月新築住宅販売件数

　　　　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事要旨（１１月２～３日分）

２５日　ＮＺ１０月貿易収支

　　　　日本９月景気動向指数改定値

　　　　独第３四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報値

　　　　●米国休場（サンクスギビングデー）

２６日　豪１０月小売売上高

　　　　スイス第３四半期国内総生産（ＧＤＰ）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】インフレ警戒感を背景とした米長期金利の上昇傾向やドル高の地合

いはしばらく継続するとみられ、ドル円は１１４円近辺での振幅を見せながら、徐々に

上値を追う展開となるとした。

　　　　

【ドル円は一時１１５円に迫る動き】

　１０日に発表された１０月の米消費者物価指数が前年比＋６．２％となり、約３１年

ぶりの高い伸びとなった。これを受けて、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による利上

げ前倒し観測が台頭している。その後の米１０年債利回りの上昇などもあり、１７日に

ドル円は１１５円に迫る１１４．９６近辺まで上昇した。この水準は２０１７年３月以

来の高値圏となる。ただ、１１５円の大台手前では売りに抑えられており、その後は上

昇一服となった。ドル高の動きに調整が入り、１１４円台を中心とするもみ合いを見せ

ている。

　　

　１７日発表の１０月の英消費者物価指数は前年比で＋４．２％となり、事前予想の＋
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３．９％や前回の＋３．１％を上回り、１０年ぶりの強いインフレ率となった。これに

より英中銀（ＢＯＥ）の早期利上げ観測が台頭しており、ポンドドルが堅調に推移し

て、ドルの修正安の一因となった。ポンド高に追随して、ユーロも安値圏から緩やかに

上昇している。

　　

　ドルは高値圏から調整しているものの、ドル高基調は継続している。ドルインデック

スは１１月９日の安値９３．８７５から１７日には９６．２４１まで上昇した。その後

は上げ一服となっているものの、９５．６０近辺にあり、依然として高値圏での推移を

見せている。

　　

　米１０年債利回りも上昇傾向にある。１１月９日に一時１．４１％台まで低下したも

のの、１０日に強い米消費者物価指数を受けて、一時１．５８７％台まで上昇。その後

も上昇を続けて１７日には１．６４％台まで上昇した。１７日には１．６０％台を維持

できずに１．５８％台まで低下すると、ドル円も１１５円手前から失速した。もっとも

その後も１．５８～１．５９％前後での推移となっており、大きく低下するような局面

とはなっていない。

　　

　米国でのインフレ警戒感は根強く、早期の利上げ期待が高まりつつある。そうした

中、米経済指標が堅調な結果を続けるようだと、ドルは底堅い地合いを続けて、ドル円

は堅調な流れを維持することとなろう。１１３円台に沈んだところでは底堅く、買いに

支えられて上値を追う展開とみられる。ドル円の目先の予想レンジは、１１３．５０～

１１５．００円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、２２日に米１０月中古住宅販売件数、２

３日に米１１月製造業ＰＭＩ速報値、米１１月サービス業ＰＭＩ速報値、２４日に米新

規失業保険申請件数、米第３四半期国内総生産（ＧＤＰ）改定値、米１０月耐久財受注

速報値、米１０月個人所得・支出、米１０月個人消費支出（ＰＣＥ）デフレーター、米

１１月ミシガン大学消費者信頼感指数確報値、米１０月新築住宅販売件数、米連邦公開

市場委員会（ＦＯＭＣ）議事要旨（１１月２～３日分）、２５日に日本９月景気動向指

数改定値などがある。

　　

【ユーロドルの下落基調は継続か】

　欧州中央銀行（ＥＣＢ）のラガルド総裁は、１５日にユーロ圏の物価はこれまでの予

想と比べて大きく上昇するとともに長く継続するとの見方を示した。ただ、来年には収

束に向かうとの見解を示した。さらに２０２２年に利上げの条件が満たされる可能性は

極めて低いとの見解を改めて表明した。

　　

　ユーロドルは下落傾向が続いてきた。米国での利上げ前倒し観測によるドル買いの動

きに加えて、ユーロ圏では新型コロナウイルスの感染拡大傾向が続いており、ユーロ売

りの動きにつながった。１７日に１．１２６０台まで値を崩している。ただ、その後は

これまでの下げの反動やポンド高へ追随したことで、１．１３ドル台を回復している。

　　

　ＦＲＢとＥＣＢの金融政策に関するスタンスの違いからドル買い、ユーロ売りの流れ

に傾きやすく、ユーロドルの下落基調は継続するとみられる。これまでの下げの反動か

ら一時的に戻す可能性はあるものの、戻したところでは売りに押されやすくなりそう

だ。ユーロドルの目先の予想レンジは１．１１００～１．１４５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、２２日にユーロ圏１１月消費者信頼感速報

値、２３日にＮＺ第３四半期小売売上高、独１１月製造業ＰＭＩ速報値、独１１月非製

造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏１１月製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏１１月非製造業ＰＭ

Ｉ速報値、英１１月製造業ＰＭＩ速報値、英１１月非製造業ＰＭＩ速報値、２４日にＮ

Ｚ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利、独１１月ＩＦＯ景況感指数、２５日にＮＺ１０月貿

易収支、独第３四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報値、２６日に豪１０月小売売上高、ス

イス第３四半期国内総生産（ＧＤＰ）などがある。
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